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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　インターネットを介してユーザ端末と通信し、ユーザ端末の要求に応じてユーザの友人
の個人情報を蓄積・管理し、当該友人の個人情報をユーザ端末に閲覧させるＷＷＷサーバ
ーであって、
　ユーザの会員情報を格納する会員データベースと、
　ユーザの友人に係る友人情報を前記会員情報と対応づけて格納する友人データベースと
、
　ユーザ端末から登録要求を受信し、友人の個人情報及びユーザと友人との関係にまつわ
る属性情報を前記友人情報として、前記会員情報と対応づけて、前記友人データベースに
格納する友人情報登録手段と、
　前記ユーザ端末から、前記友人データベースに格納された友人の個人情報の閲覧を許可
する申込要求を受信し、当該申込要求により閲覧を許可する相手である友人を識別する情
報ごとに、前記属性情報を指定するカテゴリーを示すカテゴリー情報を対応付けて、前記
申込要求の送信元であるユーザの前記会員情報に対応した閲覧許可リストに記憶する閲覧
許可登録手段と、
　友人ユーザ端末から閲覧要求を受信し、当該閲覧要求を送信した友人に閲覧を許可した
ユーザの前記会員情報に対応する前記閲覧許可リストにおいて、当該友人を識別する情報
に対応づけて記憶されたカテゴリー情報を参照し、前記友人データベースより、当該カテ
ゴリー情報により指定された前記属性情報に対応した友人の個人情報を抽出する友人情報
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抽出手段と、
　前記抽出した友人の個人情報を、前記友人ユーザ端末に送達する友人情報送達手段と、
　を備えることを特徴とするＷＷＷサーバー。
【請求項２】
　前記属性情報は、友人に関係する趣味を示す情報を含むことを特徴とする請求項１に記
載のＷＷＷサーバー。
【請求項３】
　前記属性情報は、ユーザと友人との間の親密度を示す情報を含むことを特徴とする請求
項１または２に記載のＷＷＷサーバー。
【請求項４】
　前記閲覧許可登録手段は、
　パスワードを生成して、当該パスワードを前記友人を識別する情報として前記カテゴリ
ー情報と対応づけて前記閲覧許可リストに記憶し、
　前記友人情報抽出手段は、
　友人ユーザ端末から前記友人の個人情報の閲覧要求をパスワードとともに受信し、当該
パスワードと対応づけて前記閲覧許可リストに記憶されている前記カテゴリー情報を参照
し、前記友人データベースより、当該カテゴリー情報により指定された前記属性情報に対
応した前記友人の個人情報を抽出することを特徴とする請求項１から３の何れかに記載の
ＷＷＷサーバー。
【請求項５】
　インターネットを介してユーザ端末と通信するコンピュータにより、ユーザ端末の要求
に応じてユーザの友人の個人情報を蓄積・管理し、当該友人の個人情報をユーザ端末に閲
覧させる方法であって、前記コンピュータが、
　ユーザ端末から登録要求を受信し、ユーザの友人の個人情報及びユーザと友人との関係
にまつわる属性情報を友人情報として、ユーザの会員情報と対応づけて、友人データベー
スに格納するステップ、
　前記ユーザ端末から、前記友人データベースに格納された友人の個人情報の閲覧を許可
する申込要求を受信し、当該申込要求により閲覧を許可する相手である友人を識別する情
報ごとに、前記属性情報を指定するカテゴリーを示すカテゴリー情報を対応付けて、前記
申込要求の送信元であるユーザの前記会員情報に対応した閲覧許可リストに記憶するステ
ップ、
　友人ユーザ端末から閲覧要求を受信し、当該閲覧要求を送信した友人に閲覧を許可した
ユーザの前記会員情報に対応する前記閲覧許可リストにおいて、当該友人を識別する情報
に対応づけて記憶されたカテゴリー情報を参照し、前記友人データベースより、当該カテ
ゴリー情報により指定された前記属性情報に対応した友人の個人情報を抽出するステップ
、および
　前記抽出した友人の個人情報を、前記友人ユーザ端末に送達するステップを実行するこ
とを特徴とする方法。
【請求項６】
　インターネットを介してユーザ端末と通信するコンピュータを、
　ユーザ端末から登録要求を受信し、ユーザの友人の個人情報及びユーザと友人との関係
にまつわる属性情報を友人情報として、ユーザの会員情報と対応づけて、友人データベー
スに格納する友人情報登録手段、
　前記ユーザ端末から、前記友人データベースに格納された友人の個人情報の閲覧を許可
する申込要求を受信し、当該申込要求により閲覧を許可する相手である友人を識別する情
報ごとに、前記属性情報を指定するカテゴリーを示すカテゴリー情報を対応付けて、前記
申込要求の送信元であるユーザの前記会員情報に対応した閲覧許可リストに記憶する閲覧
許可登録手段、
　友人ユーザ端末から閲覧要求を受信し、当該閲覧要求を送信した友人に閲覧を許可した
ユーザの前記会員情報に対応する前記閲覧許可リストにおいて、当該友人を識別する情報
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に対応づけて記憶されたカテゴリー情報を参照し、前記友人データベースより、当該カテ
ゴリー情報により指定された前記属性情報に対応した友人の個人情報を抽出する友人情報
抽出手段、および
　前記抽出した友人の個人情報を、前記友人ユーザ端末に送達する友人情報送達手段、
　として機能させるプログラムを記録したコンピュータ読み取り可能な記録媒体。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、インターネット上のコミュニティに属する会員が擁する友人情報を、友人デー
タベースごとに蓄積・管理し、また他の利用者に一定条件下で閲覧を許容するＷebサーバ
ーに関する。
【０００２】
【従来の技術】
隆盛をきわめるインターネットにおいて、コミュニティと呼ばれ、種々のカテゴリー毎に
同好の者同士が集まる仮想共同体が数多く見られる。このコミュニティでは、その会員の
大部分がメールやチャット、ならびに電子掲示板などのコミニュケーションツールを利用
している。会員はこれらコミュニケーションツールを用いることにより、コミュニティに
おける会員同士で友好を深めたり、あるいは新しい友人を見つけたりする。
【０００３】
例えば、電子掲示板を利用したコミュニケーションにおいては、インターネットに接続さ
れた会員コンピュータから電子掲示板サービスを提供するＷebサーバーに向けて“渋谷で
クラブ友達募集中～！”といったメッセージの送信が行われる。Ｗebサーバーはこのメッ
セージを受信してメッセージ送信者の連絡先と共にＷeb上に公開掲示する。そのＷeb上に
公開されたメッセージを別の会員が閲覧して例えば“ぜひ今度一緒に行きましょう！”な
どの様々な反応をＷebサーバーにかえす。会員は、Ｗebサーバーを介したこのようなメッ
セージのやりとりを通じて同好の仲間を募り、様々な出会いを体験する。こうして会員毎
に徐々に集められていくコミュニティ上の友人についての情報、例えば友人名やそのメー
ルアドレスといった友人情報は、例えばＷebサーバーが提供するＷeb上のアドレス帳など
に記録することで管理される。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、上に述べたＷeb上のアドレス帳などは、あくまでも会員各自だけに閲覧が
許されるものであった。例えば会員の友人が、当該会員に友人情報の閲覧を許可されたと
しても、インターネットを介してその友人のコンピュータをＷebサーバーにアクセスさせ
前記アドレス帳を閲覧できることはなかったのである。このことは、各会員間の活発な意
見交換や交流が運営上好ましいとされるインターネットコミュニティにおいては大きな問
題となりうる。
【０００５】
コミュニティ運営開始当初は、物珍しさも手伝って利用者間で頻繁に交流が図られるが、
ある程度まで利用者間の交流が進むとこの交流も停滞しがちとなる。これは、各自の抱え
る友人が固定化され、その友人グループ以外の交流が進まなくなることによると考えられ
る。
【０００６】
本発明はこのような従来の課題に着目してなされたもので、会員各自が抱える友人間の交
流を促進し、コミュニティの運営を円滑ならしめる、会員ごとの友人データベースを管理
するＷebサーバーを提供するものである。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
　上記目的を達成するための発明は、インターネットを介してユーザ端末と通信し、ユー
ザ端末の要求に応じてユーザの友人の個人情報を蓄積・管理し、当該友人の個人情報をユ
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ーザ端末に閲覧させるＷＷＷサーバーであって、ユーザの会員情報を格納する会員データ
ベースと、ユーザの友人に係る友人情報を前記会員情報と対応づけて格納する友人データ
ベースと、ユーザ端末から登録要求を受信し、友人の個人情報及びユーザと友人との関係
にまつわる属性情報を前記友人情報として、前記会員情報と対応づけて、前記友人データ
ベースに格納する友人情報登録手段と、前記ユーザ端末から、前記友人データベースに格
納された友人の個人情報の閲覧を許可する申込要求を受信し、当該申込要求により閲覧を
許可する相手である友人を識別する情報ごとに、前記属性情報を指定するカテゴリーを示
すカテゴリー情報を対応付けて、前記申込要求の送信元であるユーザの前記会員情報に対
応した閲覧許可リストに記憶する閲覧許可登録手段と、友人ユーザ端末から閲覧要求を受
信し、当該閲覧要求を送信した友人に閲覧を許可したユーザの前記会員情報に対応する前
記閲覧許可リストにおいて、当該友人を識別する情報に対応づけて記憶されたカテゴリー
情報を参照し、前記友人データベースより、当該カテゴリー情報により指定された前記属
性情報に対応した友人の個人情報を抽出する友人情報抽出手段と、前記抽出した友人の個
人情報を、前記友人ユーザ端末に送達する友人情報送達手段と、を備えることを特徴とす
る。
　また、本発明は、前記属性情報は、友人に関係する趣味を示す情報を含むことを特徴と
する。
　また、本発明は、前記属性情報は、ユーザと友人との間の親密度を示す情報を含むこと
を特徴とする。
　また、本発明は、前記閲覧許可登録手段は、パスワードを生成して、当該パスワードを
前記友人を識別する情報として前記カテゴリー情報と対応づけて前記閲覧許可リストに記
憶し、前記友人情報抽出手段は、友人ユーザ端末から前記友人の個人情報の閲覧要求をパ
スワードとともに受信し、当該パスワードと対応づけて前記閲覧許可リストに記憶されて
いる前記カテゴリー情報を参照し、前記友人データベースより、当該カテゴリー情報によ
り指定された前記属性情報に対応した前記友人の個人情報を抽出することを特徴とする。
　また、本発明は、インターネットを介してユーザ端末と通信するコンピュータにより、
ユーザ端末の要求に応じてユーザの友人の個人情報を蓄積・管理し、当該友人の個人情報
をユーザ端末に閲覧させる方法であって、前記コンピュータが、ユーザ端末から登録要求
を受信し、ユーザの友人の個人情報及びユーザと友人との関係にまつわる属性情報を友人
情報として、ユーザの会員情報と対応づけて、友人データベースに格納するステップ、前
記ユーザ端末から、前記友人データベースに格納された友人の個人情報の閲覧を許可する
申込要求を受信し、当該申込要求により閲覧を許可する相手である友人を識別する情報ご
とに、前記属性情報を指定するカテゴリーを示すカテゴリー情報を対応付けて、前記申込
要求の送信元であるユーザの前記会員情報に対応した閲覧許可リストに記憶するステップ
、友人ユーザ端末から閲覧要求を受信し、当該閲覧要求を送信した友人に閲覧を許可した
ユーザの前記会員情報に対応する前記閲覧許可リストにおいて、当該友人を識別する情報
に対応づけて記憶されたカテゴリー情報を参照し、前記友人データベースより、当該カテ
ゴリー情報により指定された前記属性情報に対応した友人の個人情報を抽出するステップ
、および前記抽出した友人の個人情報を、前記友人ユーザ端末に送達するステップを実行
することを特徴とすることを特徴とする。
　また、本発明は、プログラムを記録したコンピュータ読み取り可能な記録媒体であって
、前記プログラムは、インターネットを介してユーザ端末と通信するコンピュータを、ユ
ーザ端末から登録要求を受信し、ユーザの友人の個人情報及びユーザと友人との関係にま
つわる属性情報を友人情報として、ユーザの会員情報と対応づけて、友人データベースに
格納する友人情報登録手段、前記ユーザ端末から、前記友人データベースに格納された友
人の個人情報の閲覧を許可する申込要求を受信し、当該申込要求により閲覧を許可する相
手である友人を識別する情報ごとに、前記属性情報を指定するカテゴリーを示すカテゴリ
ー情報を対応付けて、前記申込要求の送信元であるユーザの前記会員情報に対応した閲覧
許可リストに記憶する閲覧許可登録手段、友人ユーザ端末から閲覧要求を受信し、当該閲
覧要求を送信した友人に閲覧を許可したユーザの前記会員情報に対応する前記閲覧許可リ
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ストにおいて、当該友人を識別する情報に対応づけて記憶されたカテゴリー情報を参照し
、前記友人データベースより、当該カテゴリー情報により指定された前記属性情報に対応
した友人の個人情報を抽出する友人情報抽出手段、および前記抽出した友人の個人情報を
、前記友人ユーザ端末に送達する友人情報送達手段、として機能させることを特徴とする
。
【０００８】
【発明の実施の形態】
＝＝＝ネットワークの基本構成＝＝＝
図１は本発明の友人データベースを管理するＷebサーバーを含むネットワーク構成を示す
概略図である。前記のネットワークとしてはＬＡＮ回線などいかなるネットワークも適宜
採用できるが、ここではインターネットを例に挙げる。このインターネットを介して、Ｗ
ebサーバー１０と、会員コンピュータ２０や不特定多数のユーザが使用する利用者コンピ
ュータ２５とがネットワーク結合されている。会員コンピュータ２０及び利用者コンピュ
ータ２５としては、パーソナルコンピュータなどの他に、例えばインターネット接続機能
付きの携帯電話機であってもよいし、ＰＤＡ(Personal Digital Assistant)、Ｗeb閲覧機
能付きＴＶ及びゲーム機などでもよい。
【０００９】
ここで上記の会員とは、Ｗebサーバー１０により提供されているインターネットコミュニ
ティの登録会員を意味する。インターネットコミュニティとは、種々のカテゴリー毎に同
好の者同士が会員となって集まる仮想共同体である。このコミュニティでは、その会員同
士が友好を深めたり、あるいは新しい友人を見つけたりする。コミュニティは、主に趣味
や年齢層毎などに設けられ、あるＷebページを各コミュニティへの共通玄関口、つまりは
ポータルサイトと設定して様々な層の人々を集約管理するのが一般的である。
【００１０】
本発明のＷebサーバー１０は、各種データベースを付帯し、URLを指定してアクセスした
会員コンピュータ２０や利用者コンピュータ２５に対してＨＴＴＰリスエスト／レスポン
スのやり取りを行う。ＨＴＴＰ（Hypertext Transfer Protocol）は、インターネットを
介したＷebサーバー１０とクライアントコンピュータとの間で、HTML文書を送受信するた
めの通信プロトコルである。本実施例においては、例えば、まず会員コンピュータ２０（
クライアント）が、リクエストとして表示したいコミュニティサイト（HTML文書で記述）
のURL（Uniform Resource Locators）をＷebサーバー１０に送信する。これに対しＷebサ
ーバー１０は、自分が持つ前記コミュニティサイトを構成するHTML文書を会員コンピュー
タ２０に送信するのである。
【００１１】
このようなＨＴＴＰリクエスト／レスポンスのやり取りにより例えば、友人情報の入力・
更新用のＷebページの画面データなど適宜なデータ送付と受信とを実行する。こうしてＷ
ebサーバー１０は、会員各自から管理を望まれた友人情報等をハードディスクなどの記憶
資源に蓄積していく。自らの記憶資源に取り込んだ会員達の友人情報は各会員毎に管理さ
れ、随時更新される。Ｗebサーバー１０は会員情報と当該会員から管理を望まれた友人情
報とを格納・管理するデータベースとして、友人データベース１１、閲覧許可リスト１２
、および会員データベース１３を備えている。勿論、これらデータベースは別々のデータ
ベースとしてネットワーク結合した各個独立の記憶装置に設けてもよいし、適宜組み合わ
せたり或いは１つの記憶装置に集約して設けてもよい。
【００１２】
前記友人データベース１１は、会員コンピュータ２０からＷebサーバー１０に送達される
友人情報を会員毎の会員ＩＤと絡めて格納・管理するデータベースである。この友人デー
タベース１１は、例えば関係データベースの一種であり、データの集まりを関係表（テー
ブル）の形式として管理している。ここでの関係表は、図１中の“会員Ａの友人データベ
ース１１ａ”として示すように、友人ＩＤと、氏名、住所、メールアドレスなどの個人情
報と、属性情報とを列要素とし、それに対応した各友人の情報を行要素、つまりは友人レ



(6) JP 4726284 B2 2011.7.20

10

20

30

40

50

コードとして関連づけ、一覧表のようなデータ構造を形作っている。各友人レコードを特
定する基本キーは、この場合、前記の友人ＩＤとなる。
【００１３】
友人データベース１１中の前記属性情報とは、会員と友人との関係にまつわる各種の情報
である。個々人の間の関係には、様々な形態があるが、例えばそれが趣味を通じた友人関
係であったり、あるいは会社の同僚であったり、はたまた家族であったりと、様々である
。インターネットコミュニティにおいては、人同士が趣味を通じて友人となる機会が多い
はずであるから、本実施例ではこの属性情報を趣味で分類分けすると想定する。したがっ
て図中の属性情報の欄における“ａ、ｂ、ｃ、・・・”の各アルファベットには、例えば
野球、アウトドア、釣り、といった趣味の名称が関係付けされている。この属性情報に各
友人が関係しているかどうかは、関係している場合“１”、関係ない場合は“０”として
示している。
【００１４】
このように構造化された友人情報を格納している友人データベース１１に会員コンピュー
タ２０をアクセスする際には、例えば簡易照会言語たるSQL（Structured Query Language
）により、前記の友人ＩＤや属性情報などの列要素を入力することでデータ検索等の操作
が可能になる。したがって、各友人を複数のカテゴリー毎に分類できる構成となっている
のである。
【００１５】
閲覧許可リスト１２は、会員に閲覧を許可された各人が知っている各人ごとのパスワード
と、各パスワードに該当する人に前記友人データベース１１における多数の友人レコード
のうちのどの属性に分類された友人レコードを閲覧許可したのかを示すカテゴリー情報と
がセットになって作成されたものである。当該会員毎に会員ＩＤに対応付けして記憶管理
される。やはり、上記の友人データベース１１と同様に関係表の形式でデータ管理される
。図中ではパスワードとそれに対応するカテゴリー情報との関係表１２ａとして例示して
いる。会員データベース１３は、インターネットコミュニティにおいてユーザー登録した
会員の情報を格納・管理するデータベースである。会員本人の個人情報が会員ＩＤと結び
つけられて格納されている。
【００１６】
＝＝＝運用手順＝＝＝
友人データベース１１を管理するＷebサーバー１０が、会員コンピュータ２０から寄せら
れた友人情報を友人データベース１１に格納・管理し、他の利用者に一定条件下で閲覧さ
せる手順を以下に述べる。図２は本発明のＷebサーバーの運用手順例を示す流れ図であり
、図３は友人レコードの入力・更新画面の一例を示す説明図である。Ｗebサーバー１０は
、URLを指定してＷebサーバー１０にアクセスしてきた会員コンピュータ２０に対し、会
員ＩＤとログイン用のパスワードとの記入欄を備える会員認証画面データ（フォーム）を
送達する。会員ＩＤとパスワードとを前記会員認証画面データより取得したＷebサーバー
１０は、当該会員ＩＤとそれに対応したパスワードとを会員データベース１３の会員ＩＤ
テーブル１３ａ、会員パスワードテーブル１３ｂで照会する。
【００１７】
この照会の結果、会員認証が完了すれば、当該会員の要望に応じて、友人情報の友人デー
タベース１１への新規登録や更新などを行う、友人レコード入力・更新画面３０を会員コ
ンピュータ２０に送達する。この画面３０は、会員ＩＤ欄３１、パスワード欄３２、友人
情報の追加や変更、削除、確認といった処理を選択する処理選択欄３３を備えている。こ
こで例えば、“新しい友人追加”をプルダウンメニュー中から選択したとすれば、「新し
いお友達について教えて下さい」といった図にあるような新規入力を促すメッセージが示
される。他方、友人情報の変更や削除を指定すると、「変更（削除）したいレコードの友
人ＩＤもしくはその範囲をご指定下さい」などのメッセージが表示されることになる。“
友人情報の確認”を選択すると、会員自らの友人データベース１１内で閲覧範囲を指定し
友人レコードを閲覧することが出来る。
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【００１８】
友人情報の新規登録を行う場合、画面３０には新しく友人データベース１１に加える友人
のＩＤを記入する友人ＩＤ欄３４、その氏名欄３４ａ、住所欄３５、連絡先欄３６、年齢
層欄３７、性別欄３８などが表示される。これらの各欄で記入される情報は友人各自の個
人情報となる。また、会員と友人とにまつわる関係を趣味で捉えた本実施例では、趣味欄
３９を設けてあり、友人に関係する趣味を指定する。更に、会員と友達との親密度を指定
する親密度欄３９ａも設けてある。この趣味欄３９と親密度欄３９ａで記入された情報は
、属性情報となる。　Ｗebサーバー１０は、上記各欄で記入された情報を会員コンピュー
タ２０から返信された画面データ中から取得し、各友人毎の友人レコードを作成する。そ
してこの友人レコードを、友人データベース１１における表形式のデータ構造内に列的に
順次追加格納していく。
【００１９】
会員毎の友人データベース１１に順次格納されていく前記友人レコードは、会員自身で利
用するのみならず、本発明においては他者にも当該会員の許可の下で閲覧利用の機会を与
えている。図４は閲覧許可申込書の画面例を示す説明図であり、図５は友人レコードの閲
覧画面の一例を示す説明図である。ある会員、“kaorun75”がその知人から友人データベ
ース１１内に蓄積されてきた友人レコードの閲覧を要望され、それを受諾したとする。そ
してその会員がＷebサーバー１０に閲覧許可申込書４０の送達をＷebページ等で指示する
と、図４の画面がＷebサーバー１０より返信される。
【００２０】
この画面４０は、会員ＩＤ欄４１、パスワード欄４２、処理選択欄４３が配置されている
。処理選択欄４３にて例えば、“パスワードの追加”を選択した場合、閲覧許可リスト１
２に新たなパスワードとそれに対応したカテゴリー情報とがパスワードのレコードとして
追加されることになる。この場合、前記の各欄に加え、新しくパスワード与える、つまり
は閲覧許可を与える友人のＩＤ欄４４、氏名欄４４ａ、連絡先欄４５、それに閲覧許可範
囲を指定するカテゴリー情報欄４６が、画面４０において表示される。各欄に所要事項が
記入された閲覧許可申込書の画面４０をＷebサーバー１０が会員コンピュータ２０から受
け取る。この時Ｗebサーバー１０は、記入済みの各欄ごとに記入情報を取得する。そして
閲覧許可リスト１２へと格納する。勿論、その格納に際しては、パスワードを自動生成し
、それに対応した閲覧許可範囲を前記カテゴリー情報から決定し、互いに関係付けするこ
とになる。
【００２１】
閲覧許可を会員より得た者（利用者）は、上記のパスワードを会員やＷebサーバー１０よ
りの電子メールやファックス、あるいは電話、口頭といった適宜経路を経て入手する。そ
して、この利用者が友人データベース１１における友人レコードを閲覧する際には、利用
者コンピュータ２５をＷebサーバー１０にアクセスさせる。Ｗebサーバー１０は、アクセ
スしてきた利用者コンピュータ２５とＨＴＴＰリクエスト／レスポンスをやり取りし、適
宜の認証画面データなどを送達する。その画面上で前記利用者に前記パスワードを入力さ
せてそのパスワードが特定の会員（この場合、“kaorun75”なる会員ＩＤを有する者）の
閲覧許可リスト１２に登録されていることを認証する。
【００２２】
この認証により、所定会員により閲覧を正式に認められた者であることを確認した上で、
そのパスワードに対応付けられ閲覧許可リスト１２に格納されているカテゴリー情報を参
照する。このカテゴリー情報に示された閲覧範囲をSQLで指定し、当該会員所有の友人デ
ータベース１２における該当カテゴリーに分類されている友人レコードのみを抽出する。
図５の友人レコード閲覧画面５０においては、ある利用者が上述のようなパスワード認証
を受けて友人レコードの閲覧が認められ、閲覧可能なカテゴリーを選択した状況を示して
いる。
【００２３】
例として、認証された“2ru5¥u$9”がパスワード表示欄５１に示され、“kaorun75”なる
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、“野球”を選択していたとする。すると、友人レコード表示欄５４には、“kaorun75”
なる会員ＩＤの会員が擁している友人レコード中から、“野球”の属性情報を備えた友人
のレコードが選択される。そのデータは適宜一覧表にされて友人レコード閲覧画面５０と
して利用者コンピュータ２５に送達される。この、友人データベース１１からの、カテゴ
リー情報に応じた友人レコードの抽出は、複数属性が絡み合った抽出となっていても勿論
問題ない。例えば、「野球とアウトドアに関係した４０才以上の男性」といった閲覧許可
範囲をカテゴリー情報として設定してもよいのである。
【００２４】
【発明の効果】
本発明によれば、会員各自が友人データベースに抱える友人情報（友人レコード）を相互
に参照することが可能となる。これにより、コミュニティ運営開始当初は、物珍しさも手
伝って会員間で頻繁に交流が図られるが、ある程度まで利用者間の交流が進むとこの交流
も停滞しがちとなるといった従来の問題を解決し、インターネットコミュニティにおける
各会員間の活発な意見交換や交流が著しく促進される。しかして、会員各自が抱える友人
間の交流を促進し、コミュニティの運営を円滑ならしめる、会員ごとの友人データベース
を管理するＷebサーバーを提供可能となる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明のＷebサーバーを含むネットワーク構成を示す概略図である。
【図２】本発明のＷebサーバーの運用手順例を示す流れ図である。
【図３】友人レコードの入力・更新画面の一例を示す説明図である。
【図４】閲覧許可申込書の画面例を示す説明図である。
【図５】友人レコードの閲覧画面の一例を示す説明図である。
【符号の説明】
１０　Ｗebサーバー
１１　友人データベース
１２　閲覧許可リスト
２０　会員コンピュータ
２５　利用者コンピュータ
４０　閲覧許可申込書画面（Ｗeb文書）
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